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	 6	 エコ社会かみかわをめざして

	 8	 福祉医療費助成制度のご案内

12		 ニュース KOBE発～ふるさとキャラバン～開催	

15		 人間ドック費用を助成します

2011
平成 23年

表 紙

越知谷小学校　田植え体験

　５月 20 日、越知谷小学校の３・４
年生 17 名が田植えを体験しました。
　この田植え体験は、総合的な学習の
時間の授業の一環として行われ、児童
は田んぼに素足で入り、泥まみれにな
りながら丁寧に苗を植えつけました。
　児童の一人は、「まっすぐに植える
のが難しかった」と話していました。

主 な 内 容

6
№ 67
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　神河町の教育
　

神
河
町
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
か
ら

５
年
間
、「
か
み
か
わ
教
育
創
造
プ
ラ
ン
」

神
河
町
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
に

努
め
、
教
育
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

か
み
か
わ
教
育

　
　
創
造
プ
ラ
ン

　
神
河
町
教
育

　
　
　
基
本
計
画

　
教
育
方
針

　

学
び
あ
い
・
支
え
あ
い
・
育
み
あ
い

　
重
点
目
標

一　

と
も
に
生
き
る
力
を
培
い
、
個
性
を
伸

ば
す
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

二　

豊
か
な
体
験
活
動
や
交
流
活
動
を
創
造

し
、特
色
あ
る
神
河
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

三　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

魅
力
あ
る
信
頼
に
満
ち
た
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

四　

地
域
住
民
の
学
び
の
機
会
を
企
画
し
、

ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

夢
を
広
げ
、
心
が
ふ
れ
あ
う
　

　
　
　
　
　
　
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

　

～
と
も
に
学
び
、

　
　
　
　
と
も
に
生
き
る
力
を
育
む
～

　　
学
校
教
育

幼
児
の
教
育

・
遊
び
や
体
験
、
交
流
活
動
を
創
造
し
、
心

　

ゆ
た
か
な
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

・
よ
り
よ
い
環
境
の
な
か
で
人
と
か
か
わ
る

　

力
を
育
成
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
教
育

・「
学
び
あ
う
確
か
な
学
力　

支
え
あ
う
豊

　

か
な
心　

育
み
あ
う
健
や
か
な
体
」

・
知
・
徳
・
体
の
調
和
と
質
の
向
上
を
目
指

　

し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

小
学
生
の
調
査
で
は
、「
友
だ
ち
と
の
遊

び
や
勉
強
が
楽
し
い
」「
好
き
な
得
意
な
学

習
が
あ
る
」は
、90
％
を
超
え
た
回
答
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
調
査
で
は
、「
友
だ
ち
と
の
学

習
や
部
活
が
楽
し
い
」「
得
意
な
学
習
・
教

科
が
あ
る
」は
、60
％
～
80
％
の
回
答
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
各
学
校
で
は
、

教
育
課
程
の
編
成
に
基
づ
き
、
主
体
的
な
学

習
や
特
色
あ
る
行
事
、
活
動
の
工
夫
に
努
め

ま
す
。

町
指
定
研
究
・
研
修

・
幼
、
小
接
続
研
究
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
）

・
郡
へ
き
地
教
育
研
究
、
町
人
協
指
定
の
人

　

権
・
同
和
教
育
実
践
発
表
会　
（
10
／
28
）

　
（
南
小
田
小
学
校
）

・
外
国
語
活
動
研
究
会　
　
（
寺
前
小
学
校
）

・
情
報
教
育
研
究
会　
　
　
（
粟
賀
小
学
校
）

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
の
実
践

小
学
校
は
完
全
実
施

・
小
学
校
で
は
、
週
当
た
り
の
授
業
時
数
が
、

１
・
２
年
生
で
週
２
時
間
、
３
～
６
年
生

で
週
１
時
間
増
加
し
ま
す
。
国
語
１
・
２

年
（
週
９
時
間
）、
算
数
２
～
６
年
（
週

５
時
間
）、理
科
４
～
６
年
（
週
３
時
間
）、

体
育
１
～
４
年
（
週
３
時
間
）、
外
国
語

活
動
５
・
６
年（
週
１
時
間
新
設
）と
な
り
、

時
間
割
表
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
移
行
期
間（来

年
度
か
ら
完
全
実
施
）

・
中
学
校
で
は
、
週
当
た
り
の
授
業
時
数
が

各
学
年
で
週
１
時
間
増
加
し
ま
す
。
国
語

２
年
（
週
４
時
間
）、
数
学
１
・
３
年
（
週

４
時
間
）、
理
科
２
・
３
年
（
週
４
時
間
）、

社
会
３
年
（
週
４
時
間
）、
保
健
体
育
各

学
年
（
週
４
時
間
）、外
国
語
各
学
年
（
週

４
時
間
）
に
な
り
ま
す
。

学力向上 89
道徳教育
健康体力

人権教育の充実

0 20 40 60 80 100

体験活動の充実
進路指導

いじめ不登校のない学校
基本的生活習慣

開かれた学校園づくり
安全安心な学校園づくり
教員の資質・指導力

特にない

学校・園に望むこと

40
42

19
53

13
82

35
19

72
53

8

　

２
０
１
０
年
度
の
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
保
護
者
の
願
い
は
、
①
学
力
向

上
、
②
い
じ
め
・
不
登
校
の
な
い
学
校
、
③

安
心
安
全
な
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

かみかわ教育創造プラン　基本構想図

学校教育
　学びあい
　支えあい
　育みあい
社会教育
　触れあい
　認めあい
　高めあい

　ハートが
 ふれあう

学校

ひとまち
　づくり

家庭 地域

学校・園に望むこと
（保護者アンケート）

0 2010 30 50 6040 70 80 100

いいえあまりだいたいはい

0 20 40 60 80 100

いいえあまりだいたいはい

92

96

110

109

28

24

25

17

17

8

1

3

1

2

1

1
90

10 30 50 70 90

122

101

120

102

7

9

8

8

1
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1

2

好きな
得意な学習がある

友だちとの遊び
　・勉強が楽しい

好きな得意な学習
　　・教科がある 21

21
友だちと学習や
　部活が楽しい

22

22

21

21

22

22

（％）

（％）

生徒・児童アンケート

神
河
町
の
教
育

２
０
１
１
年

中学2年生

小学5年生
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
児
童
生
徒
質

問
紙
の
回
答
で
、「
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
２
～
３
枚
の
感
想
文
や
説
明
文
を
書
く

の
が
難
し
い
と
思
う
か
。」
の
質
問
に
、「
難

し
い
と
思
う
」
の
割
合
は
、
小
学
生
・
全
国

35
・
３
％
、
神
河
町
48
・
７
％
で
、
マ
イ
ナ

ス
13
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
で
は
、
全
国
41
・
４
％
、
神
河
町

36
・
４
％
で
、
プ
ラ
ス
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
言
語
の
力
を
育
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
結

果
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
教
科
で
取
り
組
ん

だ
り
、
読
書
活
動
を
推
進
し
た
り
、
図
書
館

の
活
用
や
環
境
を
整
備
し
な
が
ら
、
言
語
の

能
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

教
育
関
係
行
事
（
予
定
）

・
中
学
校
修
学
旅
行　

関
東
方
面

（
５
／
17
～
19
）

・
小
学
校
修
学
旅
行　

京
都
、
奈
良
方
面

（
10
／
18
～
19
）

・
自
然
学
校　

家
島　
（
５
／
30
～
６
／
３
）

・
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク  

（
10
／
17
～
21
）

・
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

・
幼
稚
園
ウ
イ
ー
ク　

各
学
校
・
園
に
よ
っ

　

て
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

・
運
動
会
、
体
育
大
会

　

神
河
中
学
校 

　
　
　
　
　
（
９
／
18
）

　

幼
・
小
学
校 

　
　
　
　
　
（
９
／
23
）

体
育
指
導
委
員
会
を
中
心
に
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
神
河
の
継
続
を
支
援
し

ま
す
。

各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
体
育
協
会
、

青
少
年
育
成
団
体
、
ク
ラ
ブ
等
の
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
「
お
ひ
さ
ま
」
事

　

業
・
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
」
事
業

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
推
進

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
充
実

　
　
　
　
　

粟
賀
学
童
、
寺
前
学
童
ク
ラ
ブ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

歴
史
、
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
・
活
用
を

推
進
し
ま
す
。

・
町
文
化
財
展
、
講
演
会
の
実
施

・
町
歴
史
資
料
の
整
理
、
調
査
、
研
究
活
用

・
児
童
生
徒
の
伝
統
文
化
学
習
等
の
支
援

生
涯
学
習
の
基
点
と
し
て
公
民
館
事
業
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
巡
回
補
導
、
列
車
補
導
の
実
施

・
成
人
式
の
実
施　
　
　
　
　
　
（
１
／
８
）

・
青
少
年
の
主
張
大
会　
　
　
　
（
12
／
３
）

・
町
内
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等

　
社
会
教
育

　

社
会
教
育
で
は
、「
触
れ
あ
う
体
験
、
認

め
あ
う
学
習
、
高
め
あ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

目
標
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
学
び
が
連

続
し
、
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
ひ
と
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

人
権
文
化
が
根
付
く
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
児
は
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
小

学
生
は
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
中
学
生
は

自
己
実
現
を
目
指
し
、
高
校
生
・
青
年
は
、

生
き
方
を
探
求
し
、
成
人
・
保
護
者
は
家
庭

づ
く
り
や
地
域
活
動
で
自
己
を
見
つ
め
、
高

齢
者
は
生
き
が
い
あ
る
生
活
を
見
つ
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
自
己
を
振
り
返

り
、
人
権
文
化
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
支
援

に
努
め
ま
す
。

・
神
河
町
人
権
学
習
支
援
事
業
に
取
り
組
み

　

ま
す
。

・
全
集
落
を
対
象
に
し
た
人
権
教
室
を
実
施

　

し
ま
す
。

・
町
人
協
指
定
の
人
権
、
同
和
教
育
実
践
発

　

表
会
を
実
施
し
ま
す
。

      　
　
　
　

南
小
田
小
学
校

人
権
啓
発
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
毎
月
11
日
人
権
を
確
か
め
る
日
の
チ
ラ
シ

　

全
戸
配
布

・
人
権
み
ー
つ
け
た
心
の
窓
写
真
の
募
集

・
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
募
集

・
人
権
啓
発
大
会　
　
　
　
　
　
（
２
／
11
）

・
人
権
・
青
少
年
の
つ
ど
い
大
会
（ 

12
／
３
）

・
人
権
文
集
「
か
み
か
わ
の
子
」
発
行

神
河
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
み
ん
な
で
取
り
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー　

　
　
　
（
５
／
25
）

・
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
　
（
６
／
４
）

・
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会　
　
（
11
／
27
）

・
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
　
　
　
（
１
／
29
）



平成 23 年 6 月 1 日 4 

兵
庫
版
道
徳
教
育
副
読
本
か
ら

　

中
学
生
副
読
本
「
心
か
が
や
く
」

　

 「
い
い
時
も　

悪
い
時
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
正
和

　

家
庭
で
普
段
か
ら
、「
き
ち
ん
と
す
る
よ

う
に
」
教
え
て
い
る
こ
と
は
、「
挨
拶
や
返

事
を
す
る
こ
と
」
が
一
番
多
い
回
答
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
調
査
か

ら
）

　

自
然
な
行
動
と
し
て
身
に
付
け
る
こ
と

が
、
し
つ
け
と
し
て
も
大
切
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

  

幼
児
期
か
ら
、「
お
は
よ
う
」「
あ
り
が
と

う
」「
は
い
」
な
ど
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
や

返
事
が
広
が
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
、職
場
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　神河町の教育
　

私
は
今
、
社
会
人
と
し
て
働
き
つ
つ
会
社

の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い

る
。
幼
少
時
か
ら
特
別
足
が
速
い
わ
け
で
は

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
も
周
り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
る
。

  

私
は
、
大
学
卒
業
前
に
初
め
て
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
走
っ
た
。
結
果
は
良
く
、
パ
リ
世
界

陸
上
の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。
日
本
代
表

に
な
る
こ
と
は
、
ず
っ
と
夢
で
あ
っ
た
し
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
今
の
会
社
に
入
社
し
、
社

会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
が
、
そ

こ
に
は
大
き
な
挫
折
が
待
っ
て
い
た
。
世
界

選
手
権
の
一
ヶ
月
前
に
足
を
痛
め
、
だ
ま
し

だ
ま
し
や
っ
て
い
た
が
、
結
局
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
会

社
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
方
々
や
、
期
待
し

て
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
期
待
を
裏
切

り
、
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

帰
国
し
て
か
ら
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と

は
、
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
人
た
ち
が
離
れ
て
い
く
こ
と
だ
っ

た
。
て
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
接
す
る
人

を
見
る
と
、自
分
自
身
に
本
当
の
力
が
な
く
、

人
と
し
て
の
中
身
が
足
り
な
か
っ
た
の
だ
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
人
を

恨
む
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
の
も
事
実

だ
。
人
間
不
信
に
も
な
っ
た
。
人
を
信
じ
ら

れ
な
く
な
っ
た
自
分
自
身
に
も
ま
た
嫌
気
が

さ
し
た
。
自
分
だ
っ
て
そ
う
い
う
人
を
利
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

ん
な
さ
も
し
さ
が
招
い
た
結
果
な
の
で
は
な

い
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

  

い
い
時
に
は
人
が
自
然
と
寄
っ
て
く
る
も

の
で
、
悪
い
時
に
は
当
然
離
れ
て
い
く
。
悪

い
時
に
も
応
援
し
、
支
え
て
く
れ
る
人
こ
そ

本
当
に
信
じ
ら
れ
る
人
だ
と
気
づ
い
た
。
ど

れ
だ
け
頼
ら
れ
る
人
間
性
を
つ
く
れ
る
か
。

信
じ
て
も
ら
え
る
行
動
を
普
段
か
ら
と
れ
る

か
。
そ
し
て
、
ど
れ
だ
け
相
手
を
信
じ
ら
れ

る
か
だ
。

  

で
は
、
ど
ん
な
人
な
ら
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
私
は
こ
う
思
う
。
基
本
的
な
あ
い
さ
つ

や
礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
人
、
ル
ー
ル
を

き
ち
ん
と
守
れ
る
人
、
そ
し
て
人
の
気
持
ち

を
考
え
ら
れ
る
人
。こ
れ
ら
が
で
き
る
人
は
、

自
然
と
人
に
す
か
れ
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、

困
っ
て
い
る
時
に
は
だ
れ
か
が
必
ず
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
る
。
人
は
皆
、
一
人
で
は
生

き
て
い
け
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
人
を
信
じ
、

信
じ
ら
れ
る
関
係
を
築
い
て
い
く
の
だ
。

  

二
〇
一
〇
年
二
月
、
私
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン

で
優
勝
し
、
よ
う
や
く
表
舞
台
に
帰
っ
て
こ

ら
れ
た
。
パ
リ
世
界
陸
上
の
欠
場
か
ら
六
年

が
経
っ
て
い
た
。
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
我
慢
強
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

周
り
の
応
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い

る
。
思
う
よ
う
に
走
れ
な
か
っ
た
時
間
は
決

し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
こ
れ
か

ら
の
試
合
で
、
生
き
方
で
、
証
明
し
て
い
き

た
い
。な
ぜ
な
ら
自
分
が
変
わ
れ
た
か
ら
だ
。

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
未
来
は
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
べ
て
は
気
の
も
ち
よ
う

だ
。
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん

の
未
来
も
、
き
っ
と
変
え
ら
れ
る
。

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、「
兵
庫
ゆ
か
り

の
人
物
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
方
を
考

え
さ
せ
、
家
族
と
一
緒
に
読
め
る
副
読
本
」

と
、
兵
庫
版
道
徳
教
育
副
読
本
と
し
て
、
低

学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
、
中
学
生
版
を
作

成
し
、
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
副
読
本
か
ら
神
河
町
出
身
の
藤
原
正

和
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

各
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
て
進
め
る
兵
庫
の
道
徳
教
育
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

校　　訓
　「自立　錬磨　貢献」
経営方針　
　「楽しい学校、
　信頼される学校づくり」の推進

　

神
河
行
動
目
標
と
し
て
、
学
校
、
園
は
、

あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

  

み
ん
な
で
元
気
神
河
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ

う
。

あいさつ
うんどう

あかるく
げんきに

あいさつ

いつも
いきいき

あいさつ

さわやか
えがおで

あいさつ

つづけて
ひろがる

あいさつ

あ い

さ つ

学 校 で、 家 庭
で、地域で、
元気なあいさ
つ運動を進め
よう

カーミン元気・神河広げよう
2011

◀
神
河
中
学
校
の
正
面
玄
関
で
す
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平成２３年度　神河町婦人会（日赤奉仕団）役員・支部（分団）長名簿

※○ブロック長　　◎ブロック長・監事
※各役員は赤十字奉仕団の役員を兼ねています。
※個人情報保護法により、取扱いに充分注意してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

役　職 ブロック名 支部名 氏　　名
会 長 川 上 小　林　美惠子

副 会 長
寺 前 児 島 恵 子
上小田 鴛　田　千枝子
福 本 福　田　てるみ

会計（婦人会） 吉 冨 藤　原　てるみ
会計（日赤） 岩 屋 小　林　つた子

支 部 長

越 知 谷
ブロック

新 田 玉 田 弘 美
作 畑 井 上 好 美
大 畑 前　田　佐香枝 ○
越 知 藤　本　五百子
岩 屋 横 田 正 代

粟 賀 北
ブロック

根宇野 藤　原　千惠美
山 田 藤 原 克 代 ◎
中 村 齊 藤 眞 弓
粟賀町 堀 口 久 子
福 本 生　田　さゆみ

粟 賀 南
ブロック

貝 野 髙 橋 紀 子
寺 野 前 田 多 惠
柏 尾 小　島　いつみ
加 納 髙　橋　美代志 ○
東柏尾 中 野 幸 子

大 山
ブロック

吉 冨 髙 橋　　 貢
杉 中 本 正 代 ○

大 山 澤　田　るり子
猪 篠 森 本 惠 子

役　職 ブロック名 支部名 氏　　名

支 部 長

寺 前
ブロック

新 野 我 毛 千 秋
比 延 荒　木　小百合
鍛 治 山　下　美智子
大 河 山 田 恭 代 ○

小 田 原
ブロック

上 岩 藤 原 友 子
高朝田 藤　原　ゆかり
南小田 藤 原 仁 美
上小田 森　下　惠理子 ◎

長 谷
ブロック

川 上 山 名 優 美
大川原 藤 原 和 代
本 村 大　森　あつ子 ○
赤 田 中 島 恵 子
重 行 小　松　よしゑ
為 信 大　仲　久美子

峠 髙 内 和 美
栗 藤 原 博 子

平成23年度　神河町消費者の会役員・理事名簿
役　職 支部名 氏　　　　　　　名
会 長 越 知 前　　田　　節　　　子
副会長 杉 佐　　谷　　幸　　　子

南小田 大　　中　　須　美　子
会 計 柏 尾 太　　田　　さ　よ　子

運営委員
中 村 飯　　尾　　満　恵　子
比 延 黒　　田　　民　　　子

栗 北　　條　　ふ　み　子
役　職 支部名 氏　　名 役　職 支部名 氏　　名

理 事

新 田 玉　田　かよ子

理 事

新 野 佐　賀　佳津美
大 畑 井 上 美 紀 鍛 治 平　岡　しのぶ
越 知 前　田　ひとみ 大 河 吉　岡　久美子
岩 屋 小 林 孝 美 上 岩 立　岩　ひとみ
根宇野 足 立 政 子 高朝田 浅　田　いづみ
山 田 大　渡　美智子 南小田 立 石 英 実
中 村 中 塚 智 子 上小田 谷　口　真由美
粟賀町 安　部　いづみ 川 上 藤 原 幸 子
福 本 高　橋　よし子 本 村 藤 原 厚 子
貝 野 多　田　つず子 栗 西 垣 照 美
寺 野 宮 脇 和 子

連絡員

大川原 藤 原 和 代
柏 尾 太 田 睦 美 赤 田 中 島 恵 子
加 納 松　本　千代子 重 行 小　松　よし子
東柏尾 坂 田 和 美 為 信 大　仲　久美子
吉 冨 宮 本 邦 子 峠 高 内 和 美

杉 西　畑　伊久子
大 山 松 田 初 子
猪 篠 小　林　美佐枝

連絡員 作 畑 井 上 好 美

粟賀町 小　川　千都里
越 知 藤 本 孝 子

栗 大 和 眞 代
渕 中　野　みつよ

くらしのクリエーター

比 延 黒 田 民 子
栗 北　條　ふみ子

中播磨生活創造応援隊
（役員兼務）

平成 23年度　神河町消費者の会役員・理事の紹介

　各地区で消費者問題や環境
問題など消費生活に関する調
査、研究、啓発活動に取り組
んでいただく役員・理事及び
くらしのクリエーターを紹介
します。
　　　　　　　　　（敬称略）

平成 23年度　神河町婦人会役員が決定しました
　４月 17 日（日）、中央公民館グリンデルホールにおいて平成 23 年度婦人会総会が盛大に開催されました。
本部役員 6 名は昨年に引き続き、各支部新役員が総会で承認されました。
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神
河
町
で
は
、
役
場
の
事
務
と

事
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
削
減
計
画
を
こ
の

た
び
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
平
成
21
年
度
に
比
べ

8.3
％
削
減
す
る
内
容
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
５
６
１
６
ｔ
‐

ＣＯ２
で
し

た
。
施
設
別
で
は
公
立
神
崎
総
合

病
院
が
27
．
４
％
、
神
崎
フ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
が
11
．
４
％
、
グ
リ
ー

ン
エ
コ
ー
笠
形
・
改
善
セ
ン
タ
ー

が
6.2
％
、
ホ
テ
ル
・
リ
ラ
ク
シ
ア

が
5.9
％
、ヨ
ー
デ
ル
の
森
が
5.9
％
、

本
庁
舎
が
3.7
％
、
町
民
プ
ー
ル
が

3.5
％
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
2.8
％
、

粟
賀
水
道
施
設
が
2.0
％
、
大
山
浄

化
セ
ン
タ
ー
が
1.9
％
、
そ
の
他

29
．
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
別
で
は
、
電
気
が

73
％
、
Ａ
重
油
が
14
．
７
％
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
が
6.6
％
、
灯
油
が

3.8
％
、
ガ
ソ
リ
ン
が
1.4
％
、
軽
油

が
0.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
み
の
計
画
期
間
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
の
５
年

間
で
す
。
取
組
み
方
法
は
、
町
職

員
ひ
と
り
一
人
の
施
設
や
公
用
車

の
運
転
方
法
な
ど
省
Ｃ
Ｏ
２
行
動

（
ソ
フ
ト
的
取
組
）
と
省
エ
ネ
機

器
（
イ
ン
バ
ー
タ
の
導
入
や
照
明

機
器
の
高
効
率
化
な
ど
ハ
ー
ド
的

取
組
）
に
よ
る
両
方
で
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

削
減
の
具
体
的
取
組
み

空
調

・
温
度
設
定
は
、
冷
房
28
℃
以
上
、

暖
房
20
℃
以
下
に
す
る
。（
エ

ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
１
℃
変

更
し
た
場
合
、
エ
ア
コ
ン
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
17
％
削
減
さ

れ
る
。）

・
断
続
的
に
使
用
す
る
部
屋
（
会

　

議
室
な
ど
）
の
空
調
は
、
電
源

　

を
こ
ま
め
に
切
る
。

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

を
実
施
す
る
。

・
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除

　

な
ど
、
空
調
機
器
の
定
期
的
な

　

清
掃
を
実
施
す
る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
断
熱
フ
ィ
ル
ム

　

施
工

照
明

・
断
続
的
に
使
用
す
る
部
屋
（
会

　

議
室
、
更
衣
室
、
倉
庫
等
）
の

　

照
明
は
、使
用
後
は
必
ず
切
る
。

・
昼
休
み
や
日
中
日
当
た
り
の
良

　

い
場
所
で
は
、
照
明
を
こ
ま
め

　

に
消
す
。（
来
客
者
に
も
理
解

　

を
求
め
る
。）

・
退
室
時
に
は
、
人
が
い
な
く
な

　

る
エ
リ
ア
の
照
明
を
消
す
。

Ｏ
Ａ
機
器

・
外
勤
時
や
作
業
を
中
断
す
る
時

　

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
源
を

　

切
る
。（
窓
口
業
務
等
の
場
合

　

は
「
低
電
源
モ
ー
ド
」
で
対
応
）

※
パ
ソ
コ
ン
の
消
費
電
力
は
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
増
え

て
い
ま
す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
は
、
１
９
７
０
年
代
に
起
き

た
二
度
の
石
油
危
機
で
い
っ
た
ん

は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

80
年
代
後
半
に
な
る
と
、
再
び
伸

び
を
示
し
ま
す
。

　

中
で
も
増
加
が
大
き
い
の
が
家

庭
や
会
社
な
ど
の
民
生
部
門
と
運

輸
部
門
で
す
。
そ
れ
に
は
、
私
た

ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
が
少
し
で
も
地
球

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
る
こ

と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
減

ら
し
た
り
、
モ
ノ
を
大
切
に
し
た

り
ち
ょ
っ
と
し
た
気
く
ば
り
を
す

れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
資
源
や
ゴ
ミ
の
削
減
に
つ
な
が

　

り
ま
す
。

・
家
計
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま

す
。

・
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

　

す
。

神崎総合病院
　　　27.4％

神崎フードセンター
　　11.4％

グリーンエコー笠形
改善センター　6.2％

ホテル・リラクシア
　　　　　5.9％

その他29.3％

大山浄化センター
　　　　　1.9％
粟賀水道施設
　　　2.0％
給食センター2.8％

町民プール3.5％
本庁舎3.7％

ヨーデルの森
　　　5.9％

電気73.0％A重油14.7％

LPG
　6.6％

灯油3.8％
ガソリン1.4％

軽油0.5％

90%

92%

94%

96%

98%

100%
基準年に対する比率ハード的取組による削減ソフト的取組による削減

基準年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

2.6%
削減

5.7％
削減CO2排出量8.3％削減を目指す

神
河
町
版

　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

「
エ
コ
社
会　

か
み
か
わ
を　

め
ざ
し
て
」

家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
を

　

少
し
で
も
減
ら
し
て

　
　
　

い
き
ま
し
ょ
う
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ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
40
Ｗ
蛍
光

灯
１
～
２
本
分
、
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
で
は
２
～
６
本
分

に
も
相
当
す
る
た
め
、
細
か
な

電
源
管
理
に
よ
る
電
力
削
減
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
の

　

輝
度
を
下
げ
る
。（
液
晶
モ
ニ

　

タ
ー
の
場
合
）

そ
の
他
の
電
気

・
台
車
に
よ
る
荷
物
の
運
搬
以
外

で
は
、
直
近
階
や
階
下
へ
の
移

動
は
階
段
を
使
用
す
る
。（
エ

レ
ベ
ー
タ
は
来
客
者
用
と
し
て

位
置
付
け
）

・
電
気
ポ
ッ
ト
は
、
退
室
時
に
コ

　

ン
セ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

施
設
燃
料

（
灯
油
、
Ａ
重
油
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
力
は
、
調
理

　

器
具
（
や
か
ん
等
）
の
大
き
さ

　

に
合
わ
せ
て
調
整
す
る
。

・
湯
沸
か
し
時
は
、
瞬
間
湯
沸
か

し
器
や
給
湯
器
の
お
湯
を
利
用

し
、
必
要
最
小
限
の
量
を
沸
か

す
。

※
瞬
間
湯
沸
か
し
器
・
給
湯
器
と

ガ
ス
コ
ン
ロ
併
用
の
効
果
：
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
熱
効
率
は
約
40
～

55
％
程
度
で
あ
り
、
一
方
瞬
間

湯
沸
か
し
器
や
給
湯
器
の
熱
効

率
は
約
80
～
85
％
、
省
エ
ネ
型

で
約
95
％
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
よ
り

高
効
率
で
す
。
湯
沸
し
の
際
に

は
瞬
間
湯
沸
か
し
器
や
給
湯
器

の
お
湯
を
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
沸
か

す
こ
と
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
。
た
だ
し
、
給
湯
器
の
使
い

始
め
か
ら
出
湯
ま
で
時
間
が
掛

か
る
場
合
に
は
、
水
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
。

・
瞬
間
湯
沸
か
し
器
や
給
湯
器

は
、
給
湯
温
度
を
低
め
に
設
定

す
る
。

公
用
車

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実

　

施
す
る
。（
暖
気
運
転
な
ど
）

※
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
目

　

安
：
エ
ン
ジ
ン
始
動
時
の
ガ
ソ

　

リ
ン
消
費
量
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ

　

５
秒
間
分
に
相
当
し
ま
す
。
つ

　

ま
り
５
秒
以
上
停
車
し
た
状
態

　

で
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

　

プ
を
行
っ
た
方
が
省
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
と
な
り
ま
す
。

・
給
油
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

て
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正

に
保
つ
。

※
タ
イ
ヤ
空
気
圧
の
適
正
化
：
タ

　

イ
ヤ
の
空
気
圧
が
0.5
ｋ
ｇ
／

㎠
少
な
い
場
合
、
燃
費
は
３
～

５
％
程
度
悪
化
し
ま
す
。ま
た
、

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
不
足
は
、
燃

費
の
悪
化
だ
け
で
な
く
タ
イ
ヤ

の
偏
磨
耗
や
グ
リ
ッ
プ
の
低
下

を
招
き
、
安
全
面
で
も
管
理
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
適

正
空
気
圧
は
タ
イ
ヤ
が
冷
え
て

い
る
状
態
を
基
準
に
し
て
お

り
、
出
発
前
や
出
発
直
後
の
点

検
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
（
走
行
後
の
点
検
で
は
適
正
値

　

に
な
り
ま
せ
ん
。）

・
急
発
進
、
急
加
速
を
防
止
す
る
。

・
車
に
不
用
物
を
積
載
し
な
い
。

　
（
そ
の
都
度
車
か
ら
降
ろ
す
。）

・
合
理
的
な
走
行
ル
ー
ト
の
選
択

　

と
経
済
速
度
に
よ
る
走
行
に
努

　

め
る
。

・
外
勤
の
際
に
は
、
乗
り
合
わ
せ

　

て
出
掛
け
る
。

ご
み
の
廃
棄
、
リ
サ
イ
ク
ル

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

　

の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
業

　

者
回
収
を
徹
底
す
る
。

・
ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
化

　

を
進
め
、
廃
棄
す
る
ご
み
の
削

　

減
を
図
る
。

水
道
・
用
紙
、
そ
の
他
間
接
的
項
目

・
蛇
口
を
こ
ま
め
に
閉
め
、
節
水

　

を
心
掛
け
る
。

・
グ
リ
ー
ン
購
入
法
、
環
境
配
慮

　

契
約
法
に
基
づ
く
事
業
を
推
進

　

す
る
。

・
コ
ピ
ー
、
印
刷
は
両
面
使
用
を

厳
守
す
る
。（
裏
面
が
白
紙
の

使
用
済
み
用
紙
の
再
利
用
を
含

む
。）

・
コ
ピ
ー
機
使
用
後
は
設
定
を
リ

セ
ッ
ト
し
、
ミ
ス
コ
ピ
ー
を
防

止
す
る
。

・
必
要
最
低
限
の
部
数
を
コ

ピ
ー
、
印
刷
す
る
。

・
雑
紙
（
名
刺
サ
イ
ズ
よ
り
大
き

　

な
紙
）
の
資
源
回
収
化
を
推
進

　

す
る
。

公
共
事
業
に
お
け
る
環
境
配
慮

・
基
本
構
想
や
基
本
計
画
・
基
本

　

設
計
な
ど
か
ら
環
境
へ
の
負
荷

　

に
少
な
い
事
業
推
進
を
図
る
。

・
環
境
に
配
慮
し
た
工
事
標
準
仕

　

様
書
な
ど
を
作
成
す
る
。

・
物
品
購
入
等
に
は
、
グ
リ
ー
ン

　

購
入
法
・
環
境
配
慮
契
約
法
に

　

基
づ
き
、
環
境
性
能
を
含
め
た

　

総
合
的
な
評
価
に
よ
っ
て
契
約

　

先
を
選
定
す
る
。（
資
源
や
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
少
な
い
商

　

品
、
再
生
部
材
を
多
く
利
用
し

　

て
い
る
、
長
期
使
用
・
再
使
用

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
等
が
可
能
、
廃

　

棄
の
際
に
処
理
や
処
分
が
容
易

　

な
こ
と
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い

　

製
品
を
優
先
に
評
価
す
る
仕
組

　

み
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
建
材
を
積
極
的
に

　

使
用
す
る
。

・
施
設
緑
化
（
建
物
緑
化
、
敷
地

　

内
緑
化
な
ど
）
を
推
進
し
、
緑

　

化
率
を
高
め
る
。

・
雨
水
の
貯
留
浸
透
施
設
を
利

用
し
た
水
循
環
設
備
を
導
入
す

る
。

・
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
う
再
整

　

備
の
際
に
は
、
環
境
に
や
さ
し

　

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
・
省
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
を
検
討
す

　

る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
エ
コ

チ
ェ
ッ
ク
報
告
が
で
き
ま
す

　

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
「

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
ひ
ょ
う
ご
」で
は
、

み
な
さ
ん
が
家
庭
で
取
組
む
こ
と

の
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
行
動
を
「

う
ち
エ
コ
診
断
」「
エ
コ
チ
ェ
ッ

ク
（
環
境
家
計
簿
）」「
ひ
ょ
う
ご

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
３

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
案
内
し
ま

す
。

　

ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、http://

w
w

w
.ecohyogo.jp/

か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２
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※平成21年７月に福祉医療の所得制限基準が改正され、新たな所得制限基準では助成対象外になる方でも
改正以前の所得制限で要件を満たしている方は、経過措置者として受給対象者でしたが、この経過措置期
間は平成23年６月30日で終了します。

乳幼児等医療費助成制度
対象者 ０歳児から小学３年生まで乳幼児等

区　　　分
自己負担金

所　　得　　制　　限
外　来 入　院

小 学 校
入 学 前 な　し な　し ０歳児は所得制限なし 

１歳以降は小学３年生までと同じ

小学３年生 
まで

一　　般 800 円 3,200 円 保護者または扶養義務者の市町村民税所得割税額が 23.5
万円未満の方

低所得者 600 円 2,400 円
受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、
年金収入 80 万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が
80 万円以下の方

＊外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
＊長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。

母子家庭等医療費助成制度

対 象 者 18 歳に達する年度末まで、または 20 歳未満で高校等在学中の児童・遺児とその母、父等監
護者

区　分
自己負担金　

所　　　得　　　制　　　限
外　来 入　院

一　　 般 600 円 2,400 円 母、父、扶養義務者、または養育者の所得が児童扶養手当の
所得制限内である方　（別表１）

低所得者 400 円 1,600 円
受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金
収入 80 万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が 80 万円
以下の方

＊外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
＊長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。

（別表 1）母子家庭等の所得制限

母
子
家
庭
等

扶養親族
等の数

母等扶養義務者
限度額（円）

0 1,920,000 
1 2,300,000 
2 2,680,000 
3 3,060,000 
4 3,440,000 
5 3,820,000 

限度額：収入から必要経費を除いた所得から児童扶養
　　　　手当法に基づく控除額を除いた額

～受給者証の更新時期です（郵送にてお知らせします）～
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老人医療費助成制度
対象者 65 歳の誕生日の属する月から 70 歳の誕生日の月末までの方

区　分 負担
割合

自己負担限度額（月額）
所　　得　　制　　限外　来

（個人単位）
外来＋入院

（世帯単位）

区分Ⅱ ２割

8,000 円

24,600 円 すべての世帯員に市町村民税が課税されておらず、公的年金
等の収入金額及び合計所得金額の合計が 80 万円以下の方

区分Ⅰ １割 15,000 円
すべての世帯員が市町村民税非課税者で、世帯員全員に所得
がない方 

（年金収入が 80 万円以下かつ所得が０円）

　老人、重度障害者、乳幼児等、母子家庭等、高齢重度障害者の各福祉医療費受給者証は、７月１日から新
しくなり現在お持ちの受給者証は使えなくなります。
　福祉医療費助成制度には所得制限があり、平成２２年中の所得で判定を行います。引き続き該当される方
には受給者証を、非該当になる方にはその旨の通知を６月下旬に郵送しますのでご確認ください。また、昨
年度以前に非該当になり新たに該当される方、初めて助成を受けようとされる方は、役場本庁住民生活課・
神崎支庁舎で申請手続きが必要です。申請の際は、保険証と印鑑をご持参ください。

問い合わせ　住民生活課　☎ 34 － 0962

福祉医療費助成制度受給者の皆様へ

重度 (高齢重度 )障害者医療費助成制度

対 象 者
身障手帳１級・２級の方 
療育手帳 A 判定の方 
精神障害者保健福祉手帳１級の方

高齢重度障害者医療費助成制度は、後期高齢者
医療に加入されている方

区　 分
自己負担金　

所　　得　　制　　限
外　来 入　院

一　　 般 ６００円 ２，４００円 本人、配偶者、扶養義務者の市町村民税所得割税額が 23.5 万
円未満の方

低所得者 ４００円 １，６００円
受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金
収入 80 万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が 80 万円
以下の方

＊外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
＊長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。
＊重度障害者のうち、70 歳から 74 歳までの方は、高額療養費の調整ができないので受給者証を発行せず、
　申請していただくことによりで助成分を現金でお返しします。領収書をご持参のうえ、申請手続きをし
　てください。

こども医療費助成制度
対 象 者 小学４年生から中学３年生までの児童・生徒
対 象 医 療 入院　（※通院は対象になりませんが、平成 23 年 10 月から通院も対象に拡充予定）
所 得 要 件 保護者または扶養義務者の市町村民税所得割税額が 23.5 万円未満

助 成 内 容 病院等医療機関で支払われた医療保険の自己負担額の１／３を現金で支給します。
長期入院の場合は、４ヵ月目以降の自己負担額の全額を助成します。

＊高額療養費等が給付される場合は、医療保険の自己負担額から高額療養費等を控除した後の自己負担額
　の１／３を助成します。
＊こども医療費助成制度には受給者証はありません。
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行
政
情
報

　
　

新
議
員
決
ま
る

　
　
　

︱　

大
山
財
産
区　

︱

　

任
期
満
了
に
よ
る
大
山
財
産
区

議
会
議
員
選
挙
を
５
月
10
日
に
告

示
し
、
立
候
補
届
出
の
受
付
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
の
数

が
選
挙
す
べ
き
議
員
の
定
数
を
超

え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

大
山
財
産
区
議
会
議
員

　

足
立　

文
男　

59
歳　

吉
冨

　

辻
井　

恭
平　

70
歳　

吉
冨

　

仁
紙　

誠
一　

63
歳　

吉
冨

　

中
本　

唯
司　

60
歳　

杉

　

藤
原　

正
樹　

64
歳　

杉

　

澤
田　

憲
幸　

60
歳　

大
山

　

松
田　

葊
士　

58
歳　

大
山

　

入
江　

俊
秋　

70
歳　

猪
篠

　

長
井　

正
美　

70
歳　

猪
篠

　

西
畑　
　

強　

64
歳　

猪
篠

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　

は
お
済
で
す
か

　

住
宅
の
寝
室
に
住
宅
用
火
災
警

報
機
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

設
置
に
よ
り
効
果
の
あ
っ
た
事
例

・
鍋
に
火
を
か
け
た
ま
ま
外
出

し
、
中
身
が
焦
げ
だ
し
て
天
井

に
煙
が
充
満
。
作
動
し
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
に
気

づ
い
た
近
隣
住
民
が
通
報
し
、

鍋
の
焦
げ
の
み
で
お
さ
ま
っ

た
。

・
一
階
の
作
業
場
か
ら
出
火
。
２

階
居
住
部
分
の
階
段
に
設
置
し

て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

警
報
音
を
聞
い
た
住
人
が
消
火

器
で
消
し
て
、
一
部
焼
損
に
と

ど
ま
っ
た
。

購
入
は
お
近
く
の
電
気
店
な
ど
で

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防

用
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
家
電
量
販
店
な

ど
で
、
１
台
３
千
円
程
度
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

・
姫
路
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

普
及
協
力
事
業
所
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　

中
播
消
防
署　

予
防
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
―
０
１
１
９

　
　

資
源
ご
み
集
団
回
収
の
取
扱

　
　

い
を
変
更
し
ま
す

　

神
河
町
で
は
、
資
源
ご
み
の
有

効
利
用
と
ご
み
の
減
量
を
図
る
た

め
に
、
子
ど
も
会
・
育
友
会
・
婦

人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
学
校
生
徒

会
な
ど
各
種
団
体
が
行
う
資
源
ご

み
の
集
団
回
収
に
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
き
、
回
収
品
目
の
紙

類
に
「
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
」

を
追
加
し
ま
す
。
紙
類
の
資
源
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
具
体
的

な
例

・
紙
箱
類
（
お
菓
子
な
ど
の
箱
、

テ
イ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
）

※
ビ
ニ
ー
ル
は
、
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

・
包
装
紙
（
商
品
を
包
ん
で
い
る

紙
）

・
台
紙
類
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
中
の

台
紙
、
プ
リ
ン
な
ど
の
台
紙
）

・
紙
袋
類

　

出
さ
れ
る
時
は
、「
そ
の
他
紙

製
容
器
包
装
」
を
ヒ
モ
が
け
し
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
と
混

ざ
ら
な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

　
　

の
ご
案
内

　

平
成
23
年
度
交
通
安
全
優
良
運

転
者
表
彰
の
申
請
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
県
及
び
郡

の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る

も
の
で
、
下
表
の
基
準
に
該
当
す

る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

表
彰
基
準

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
次

　

の
表
の
運
転
年
数
が
あ
る
方
。

②
過
去
に
禁
錮
以
上
の
刑
を
受
け

　

た
こ
と
の
な
い
方
。

③
申
請
開
始
日
（
６
月
１
日
）
か

　

ら
過
去
５
年
間
に
道
路
交
通
法

　

違
反
に
よ
り
刑
事
処
分
ま
た
は

　

反
則
行
為
に
よ
り
処
分
を
受
け

　

た
こ
と
の
な
い
方
。

④
銀
賞
は
、
銅
賞
受
賞
者
で
そ
の

　

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

　

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

　

し
て
い
る
方
。

⑤
金
賞
は
、
銀
賞
受
賞
者
で
そ
の

　

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

　

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

　

し
て
い
る
方
。

添
付
書
類

①
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

②
運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー
）

※
①
の
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

　

は
、
払
込
取
扱
票
（
１
通
／
６

　

３
０
円
）
に
よ
り
、
自
動
車
安

　

全
運
転
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
事
務

　

所
か
ら
交
付
を
受
け
ま
す
。
交

　

付
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

　

の
で
、
交
付
請
求
は
早
め
に
お

　

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
証
明

　

の
日
付
は
６
月
１
日
以
降
の
も

　

の
が
必
要
で
す
。

申
請
期
日　

６
月
17
日
（
金
）

・
申
請
書
・
払
込
取
扱
票
は
役
場

　

住
民
生
活
課
、
神
崎
支
庁
舎
に

　

あ
り
ま
す
。

・
申
請
書
に
、
上
記
の
書
類
①
②

　

を
添
付
し
て
、
期
日
ま
で
に
申

　

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

子
ど
も
手
当
は
、
引
続
き
支

　
　

給
さ
れ
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
６
ヵ
月
間
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
月
額
１
３
０
０
０
円
で
引

続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

支
給
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月

　

額　

１
３
０
０
０
円

対
象
の
子
ど
も　

０
歳
か
ら
中
学

　

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

支
給
月　

６
月
（
２
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
～
９
月
分
）

注　

意　

次
の
方
は
、
申
請
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

・
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養

　

育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な

賞の種類
運転年数

営業車 自家用車 原付
自転車

金　賞 15 年 20 年 30 年
銀　賞 10 年 15 年 20 年
銅　賞 5 年 8 年 10 年
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行
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情
報

年
金
だ
よ
り

あ
な
た
も
年
金
を

　
　
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　

将
来
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け

る
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
、
定
額

保
険
料
に
加
え
、
付
加
保
険
料
（

月
額
４
０
０
円
）
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額

は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
で
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
２
０

年
間
納
付
し
た
場
合

付
加
保
険
料

　

４
０
０
円
×
２
０
年
（
２
４
０

　

月
）
＝
９
６
０
０
０
円

付
加
年
金
額

　

２
０
０
円
×
２
０
年
（
２
４
０

　

月
）
＝
４
８
０
０
０
円
（
年
額
）

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る

　

と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額

　

と
が
同
額
と
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳

　

か
ら
受
給
し
た
場
合
の
年
金
額

　

で
す
。

付
加
年
金
は
任
意
加
入
で
す
。

　

加
入
で
き
る
方
は
、
第
１
号
被

保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
に

該
当
す
る
方
で
す
。

　

年
金
を
受
給
中
の
方
、
社
会
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
第
３
号

被
保
険
者
の
方
、
国
民
年
金
基
金

に
加
入
中
の
方
は
付
加
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が

　

増
え
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市

　

町
村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
方

次
の
方
は
手
続
き
の
必
要
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対

　

象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更

　

が
な
い
方

そ
の
他　

６
月
の
現
況
届
の
提
出

　

は
、
不
要
で
す
。

　

10
月
に
届
出
・
申
請
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
支
払
日

　

子
ど
も
手
当
を
お
支
払
い
し
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
口
座
振

込
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
払
日　

６
月
10
日
（
金
）

支
払
方
法　

指
定
の
金
融
機
関
へ

　

振
込

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

　
　

給
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級

現
行　
　
　

５
０
７
５
０
円
／
月

変
更
後　
　

５
０
５
５
０
円
／
月

２
級

現
行　
　
　

３
３
８
０
０
円
／
月

変
更
後　
　

３
３
６
７
０
円
／
月

児
童
扶
養
手
当

全
部
支
給

現
行　
　
　

４
１
７
２
０
円
／
月

変
更
後　
　

４
１
５
５
０
円
／
月

一
部
支
給

現
行　
　

４
１
７
１
０
円
～

９
８
５
０
円
／
月

変
更
後　

４
１
５
４
０
円
～

９
８
１
０
円
／
月

※
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
変

　

更
さ
れ
ま
す
。

※
定
時
支
給
の
場
合
、
平
成
23
年

　

８
月
の
支
給
（
平
成
23
年
４
～

　

７
月
分
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま

　

す
。

※
今
回
の
改
定
は
、
全
国
消
費
者

　

物
価
指
数
の
比
率
を
基
準
と
し

　

て
、
法
令
に
基
づ
き
改
定
す
る

　

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

　

成
22
年
度
の
手
当
額
か
ら
マ
イ

　

ナ
ス
0.4
％
の
減
額
改
定
を
行
う

　

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
「
特

　

別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

　

手
当
証
書
」
の
金
額
の
記
載
に

　

つ
い
て
は
変
更
等
を
行
い
ま
せ

　

ん
。
手
当
月
額
欄
は
変
更
額
に

　

読
み
替
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に

　

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
証
書
に
よ
り
受
給

額
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
証
書
の
記
載
金
額
の
変
更

が
必
要
な
場
合
に
は
下
記
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
紹
介
し
ま
す

　

障
害
者
の
補
装
具
費
支
給

　

身
体
上
の
障
害
を
補
う
た
め
の

用
具
の
購
入
お
よ
び
修
理
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

用
具
種
目　

義
手
、
義
足
、
車
い

　

す
、
座
位
保
持
装
置
、
補
聴
器
、

　

歩
行
器
な
ど

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お

　

持
ち
の
方

※
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で
判

　

定
さ
れ
ま
す
。

※
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担　

原
則
１
割
負
担
（
所

　

得
に
応
じ
て
負
担
上
限
額
が
決

　

ま
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
町
内
受

　
　

入
被
災
者
の
登
録
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
や

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
周

辺
の
避
難
指
示
等
に
よ
り
県
外
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
こ

の
避
難
者
の
所
在
地
等
の
把
握
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
元
の
県
市
町
村
で
は
、
区

域
外
に
避
難
さ
れ
た
方
に
対
し
て

各
種
通
知
や
情
報
提
供
を
行
う
う

え
で
避
難
者
の
所
在
地
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

避
難
先
の
市
町
等
の
協
力
を
得
て

情
報
を
把
握
、
集
約
す
る
仕
組
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
神
河
町
内
に
避
難
し

て
こ
ら
れ
た
方
の
所
在
地
を
把
握

す
る
た
め
に
総
務
課
に
登
録
を
窓

口
を
設
け
、
避
難
元
と
避
難
先
の

情
報
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
内
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
方

は
、
総
務
課
へ
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
、
登
録
さ
れ
た
情
報

は
、
兵
庫
県
を
通
じ
て
避
難
も
と

の
県
市
町
村
へ
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
０
０
１

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
に
神
河
町

共
励
会
様
か
ら
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
速
１
階
ロ
ビ
ー
の
椅
子
に
設

置
し
、
患
者
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



平成 23 年 6 月 1 日 12 

◇◇
　神河町、市川町、多可町、各町の魅力を公開生放送！ぜひご覧ください。

　生放送　６月14日（火）～16日（木）午後６時10分～午後７時
　場　所　６月14日（火）神河町ケーブルテレビネットワーク会議室
　　　　　　　  15日（水）市川町文化センターコミュニティホール
　　　　　　　  16日（木）那珂ふれあい館

ＮＨＫ神戸放送局「ニュースＫＯＢＥ発」
～ふるさとキャラバン～　開催！

◇◇ 中播北部クリーンセンターからのお知らせ

固形燃料を作るために分別徹底のお願い
　中播北部クリーンセンターでは、燃えるごみを固形燃料にしてリサイクルを行っています。そのためには、
固形燃料の中に塩ビ類が混ざらないようにしなければなりません。
　ごみの出し方については、次のことを守ってください。
○塩ビ類については、町指定のごみ袋に入れてプラスチック・塩ビの日に出してください。
○塩ビ類は、下記製品です。
　・食品包装ラップフィルム　・塩素入り洗浄容器　・ゴム長靴　・ゴム手袋　・ゴムホース
　・透明テーブルクロス　・チーズソーセージ包装　・ビニールテープ　・ビニール浮き袋
　・ビニール製縄跳び（玩具）　・カセットテープ　・カッパ　・農業用シート等
　詳しくは中播北部クリーンセンターへお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　中播北部クリーンセンター　☎ 32 － 2888

　ごみ燃料化施設（ＲＤＦ施設）の排ガス中のダイオキシン類等の測定値は、下記のとおりで基準値以下で
した。（環境監視委員会で報告済）

ＲＤＦ施設排ガスの測定値

項　　　　目 単　　　位
測　　定　　値

基準値等 評価
H22.7.15 測定 H23.1.20 測定

ば い じ ん 濃 度 ｇ／ m3 Ｎ 0.004 0.003 0.15 ○
硫 黄 酸 化 物 濃 度 ｐｐｍ ＜ 1 ＜ 1 1,300 ○
窒 素 酸 化 物 濃 度 ｐｐｍ 46 41 230 ○
塩 化 水 素 濃 度 ｍｇ／ m3 Ｎ 1.5 11 700 ○
ダ イ オ キ シ ン 類 ｎｇ－ＴＥＱ／ m3 Ｎ 0.00043 0.000045 0.1 ○

また、騒音、振動、悪臭、周辺大気、水質の測定結果につきましても基準値以下でした。

※中継リハーサルや本番は「見学自由」です。入場：午後５時～７時（予定）
※地デジ関連コーナー、モノランモノランの写真撮影コーナーもご用意する予定です。
※諸事情により、日時や場所を変更、あるいは生放送を中止する場合があります。
　その場合はＮＨＫ神戸放送局のホームページや「ニュースＫＯＢＥ発」内でお知らせします。
問い合わせ　ＮＨＫ神戸放送局　☎（078）252 － 5000（代表）　平日 午前９時 30 分～午後６時
　　　　　　ホームページ　http://www.nhk.or.jp/kobe/　

今城和久アナウンサー 鈴木寛子キャスター

現地から生で

お伝えします
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スポーツ協会の WA　№13
問い合わせ
　教育課社会教育係
　☎ 34－ 0212

　町体育協会に所属する協会の活動内容などをシリーズで紹介しています。今月で 13 回目となります。
今月は「バドミントン協会」を紹介します。協会として発足してまだ４年目ですが、10 年以上の経験
者も参加され、参加者の年齢層が広がりを見せています。
　バドミントンは、ゴルフ・サッカーと同じ英国で生まれた歴史の古いスポーツです。近年、日本でも
三洋電機のオグシオペアの活躍でたくさんの方たちが楽しまれ、参加されています。

活動状況
・チャレンジスポーツ町民大会　　年１回（６月）　　　 神河中学校
・市川町交流大会　　　　　　　　年１回（11 月）　　　川辺小学校
・定期練習　　　　　　　　　　　週２回（月、金）　　 神河中学校

競技要項
チーム構成：選手４名・補欠２名の計６名以内
規　　　則：2008 年度（財）日本バドミントン協会競技規則
試合 方 法：ア . 部別予選リーグ、決勝トーナメント方式
　　　　　　イ．21 点３セット（２セット先取）
　　　　　　　　ラリーポイント制
　　　　　　ウ．20 点オールの場合は最初に２点先取
　　　　　　　　　　　　（29 点オールは 30 点目先取）
　　　　　　エ．相互審判制

問い合わせ　前島茂徳　☎ 35 － 0331

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

　砥峰高原のロケ地散策、そして、有栖川有栖氏（ミステリー
作家）と河内厚郎氏（文芸評論家）の対談「ミステリー文学と
高原」や音楽演奏を行います。昼食には、ロケ弁をご用意いた
します。

と　き　６月 26 日（日）
参加費　3,000 円
申込み　５月 19 日から
　　　　電話予約開始。
　　　　先着 400 名
※詳しくは、お問い合わせください。

★映画「ノルウェイの森」ふたたび（Again）★

　サークルの活動、写真展、作品展、グルメ試食会、
フラワーアレンジメント教室など、ご自由にお使
いいただけます。ただし、月曜日の午後を除く。
　 ９時～ 17 時　　250 円／時間
　17 時～ 21 時　　500 円／時間
※上記の金額は、１時間あたりの町内の方の利用
　料金です。
※冷暖房費が別途必要です。

　カーミンの観光案内所の
外にかわいいカーミンの看
板があります。一緒に写真
を撮りませんか？
　各種イベントへの貸出も
OK。イベントが重なって
いる場合は、申込み順とな
ります。

★“カーミンの看板”　　　　
　　　　　   を貸出します★

★会議室や多目的ホールを
　　　　　　利用しませんか？★
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行　事　名 対　象　者 受　付　時　間 実　　施　　日
と　　こ　　ろ 次回の予定 その他

3 カ 月 児 健 診
（及び BCG 予防接種）

生後 3・４ヵ月児
H23.1.23 ～ 3.24 生まれ 12：30 ～ 13：00 6 月 24 日（金）

神崎支庁舎

8 月 26 日㈮
H23.3.25
　　～ 5.26 生まれ

＊個別に案内
　します

も ぐ も ぐ 教 室
（ 離 乳 食 教 室 ） 生後２・３ヵ月児 13：30 ～ 14：00

7 月 25 日㈪
H23.3.25
　　～ 5.26 生まれ

＊個別に案内
　します

す く す く 相 談
（ 乳 幼 児 相 談 ）

７ヵ月児・１歳児
H22.10 月・5 月生まれ 13：30 ～ 14：30 6 月　3日（金）

神崎支庁舎

7 月  8 日㈮
H22.6 月・
　　　11 月生まれ

相談希望の方はご自
由にご参加ください

2 歳 児 相 談
（むし歯予防教室） ２歳１・２ヵ月児 13：30 ～ 14：30 7 月 26 日㈫

H21.4 ～ 6 月生まれ
＊個別に案内
　します

1 歳 6 カ月児健診 １歳６・７・８ヵ月児 13：00 ～ 13：30
8 月 24 日㈬
H21.12
～Ｈ 22.2 月生まれ

＊個別に案内
　します

3 歳 児 健 診 ３歳２・３・４ヵ月児 13：00 ～ 13：30 7 月 27 日㈬
H20.3 ～ 5 月生まれ

＊個別に案内
　します

4 歳 児 相 談 ４歳児
H19.4 月～ 6 月生まれ 13：30 ～ 14：30 6 月 29 日（水）

神崎支庁舎
9 月 21 日㈬
H19.7 ～ 9 月生まれ

＊個別に案内
　します

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 一般住民  9：00 ～ 11：30 6 月　7日（火）

神崎支庁舎
7 月  5 日㈫ 相談希望の方はご自

由に参加ください

●　6 月 の 保 健 行 事　 ●

　今回は、指しゃぶりについてお話したいと思い
ます。
　そもそも指しゃぶりは、赤ちゃんがスムーズに
授乳するための反射や、しゃぶっていろいろな物
の違いを確認する過程で自然におこるものです。
そのため、盛んに指をしゃぶる赤ちゃんは元気に
成長している証ともいえます。
　多くの場合、活動が活発になり１人で遊ぶよう
になると、自然になくなるものです。しかし、中
には指しゃぶりが癖として残る子どももいます。
　保護者の方は、指しゃぶりが歯並びとの関係や、
子どもの不安の表れだと言われているため、必要
以上に深刻にとらえがちです。中には、早く止め
させようと思うがあまり、絶えず注意をしたり、

苦い薬を指に塗られることがあります。上手くい
くといいのですが、逆に、子どもを傷つけてしま
うこともあります。
　まずは、退屈な時や不安な時など、どんな状況
で指しゃぶりをしているのか、子どもの様子を見
てみましょう。その上で、不安な様子があれば、
思い当たる原因を家族で話し合うことが大切で
す。
　ただ、あまりにも気にしすぎると、保護者も子
どもも疲れてしまいます。楽観的なようですが、
大人になっても指しゃぶりをしている方は見たこ
とがありませんね。
　少し気長に構え、子どもと一緒に遊んだり、会
話を楽しみ“指しゃぶりサヨナラ”の時期を見守
るゆとりも大切です。
　長く続くようであれば、就学前後を目安に、小
児科や歯科などの専門機関に相談してみましょ
う。　

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

指しゃぶり、サヨナラ

予
防
接
種

予 防 接 種 名 対　　象　　者 と　　　　　　き と　　こ　　ろ その他

ＭＲ１期
（麻しん、風しん）

Ｈ 22.6.1 ～
Ｈ 22.6.30 生まれ 満１歳の誕生日以降 （個別接種）

町内の医療機関
・山本医院
・立岩医院
・公立神崎総合病院
( 実施曜日・時間は、各医療機関に
ご確認ください。）

個
別
に
案
内
し
ま
す

三種混合（ジフテリア、
百日せき、破傷風）

Ｈ 22.12.1 ～
Ｈ 22.12.31 生まれ 生後５カ月を経過以降

日本脳炎 H19.4.2 ～ H20.4.1 生まれ
H13.4.2 ～ H14.4.1 生まれ 5 月 30 日（月）～ 6 月 17 日（金）
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①キャベツは、芯を薄くそぎ、
　さっと茹でて２ｃｍ角に切る。
②わかめはよく洗ってもどし、
　食べやすい長さに切る。
③Ａを合わせ、①②を和える。
④器に盛り、針しょうがを飾る。
　　　　　　　　　　　　　（いずみ会栄養講座レシピより）

～健康の秘訣はマグネシウムに！～

（副菜）キャベツとわかめのみそマヨネーズ（4 人分）

・キャベツ	 200 ｇ
・生わかめ　	 30 ｇ
　　みそ	 大さじ１／２
　　マヨネーズ　	 大さじ１・１／２
　　酢　　	 小さじ１
・しょうが（針しょうが）	 ５ｇ

1/4の栄養価
エネルギー　	 60kcal
たんぱく質	 1.8g
塩　　　分	 0.3g

保
健
・
福
祉

心とからだを元気にする食べ方
☆マグネシウムのとり方に健康の秘訣があります。
　わかめやアーモンドなどを献立にプラスしましょう！

対 象 者　　満 30 歳以上の神河町国民健康保険被保険者、
　　　　　　神河町後期高齢者医療被保険者で町ぐるみ健診を受診されない方
助 成 額　　19,600 円（１人同一年度１回）
持 参 物　　印鑑、被保険者証
　　　　　　※公立神崎総合病院以外の場合は、受診された領収証を持参のうえ、
　　　　　　　申請してください。
申請場所　　住民生活課・神崎支庁舎
そ の 他　　今年度町ぐるみ健診を受診される予定の方は、助成の対象となりま
　　　　　　せんのでご注意ください。

Ａ｛

国民健康保険被保険者
後期高齢者医療被保険者

の方の人間ドック費用を助成します

　健康増進と疾病の早期発見のため、被保険者の方が人間ドックを受診される際に助成を行っています。
健康に過ごすために年に１回は健診を受けましょう。

　生活習慣病は、突然発病するのではなく、少しずつ進行していきます。健康に過ごすために年に１回の健
診を受診しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　住民生活課　☎ 34 － 0962
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7 月のグリンデルホールの催し

日　時　　７月３日（日）

　　　　　　　　15：30 開場　16：00 開演
場　所　　中央公民館　グリンデルホール	
主　催　　神河町・神河町中央公民館			 

《プロフィール》
　演歌歌手鳥羽一郎の実弟。「函館本線」（81 年）でデ
ビュー。同年の新人賞を受賞。以来、「放浪ごころ」（82
年）、「港酒場」（87 年）、「アメリカ橋」（98 年）などなど、
旅情感募る味わいソングで多くの人情派ピープルから
熱い支持を集めている。					   
							     
　　　　　　　　　　　前売り券好評発売中！
　　　　　　　　　　　全席指定
　　　　　　　　　　　Ｓ席：4,000 円
　　　　　　　　　　　Ａ席：3,500 円
　　　　　　　　　　　Ｂ席：3,000 円
　　　　　　　　　　　購入枚数は１人４枚まで
　　　　　　　　　　　当日券は各席 500 円増

チケット販売場所　　中央公民館
　　　　　　　　　　※電話予約はできません

山川豊コンサート inかみかわ 2011

中央公民館 神崎公民館
あ や め 学 級 会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

6 月 9 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座②
　「生涯現役を目指して」
～歌とおしゃべりの講演会～
　　　　声楽家　竹本和美 先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座②
（俳句・短歌・色鉛筆画・
　　民謡・園芸・コーラス）

あじさい学級 会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

6 月 23 日㈭

9：45 ～
　11：45

趣味講座②
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・若返り・野の花・園芸・
グラウンドゴルフ）

13：00 ～
　14：30

教養講座②
「お江の生き方」

　　歴史研究家 黒田美江子 先生

公 民 館 教 室 会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
6 月  3 日㈮　②

10：00 ～
6 月 17 日㈮　③

公 民 館 教 室 会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
6 月  7 日㈫　②

19：30 ～
6 月 21 日㈫　③

成人ゼミナール 　　　　会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

6 月 18 日㈯ 13：30 ～
　15：00

「幸せを求めて」
ゆうかり作業所　施設長
　　　　　　　津田孝代　先生

第 6回　神河町美術展のお知らせ

　町内の多くの皆様に出展していただきますよう
ご案内申し上げます。				  
　期日までに、作品づくりをお願いします。	

美術展　9 月 9 日（金）～ 11 日（日）
会   場　神崎公民館・神崎体育センター		
部   門　日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸		
　　　　・１部門１人１点とする
　　　　・未発表の作品であること
　　　　・中学生以下の作品は除く
出品料　不要
搬　入　9 月 3 日（土）10：00 ～ 16：00
　　　　9 月 4 日（日）　9：00 ～ 11：00
表彰式　9 月 11 日（日）15：00	
　　　　入選作品を展示のうえ、優秀な作品を表
　　　　彰します。
主　催　神河町・神河町教育委員会
後　援　神河町議会・神崎郡美術協会・神河町文	
　　　　化協会・兵庫西農業協同組合・神河町商	
　　　　工会・中はりま森林組合

募集要項・応募用紙は、中央公民館・神崎公民館
まで。

6月ロビー展
中央公民館 神崎公民館

フォトやまびこ写真展 さくら陶芸作品展
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【神崎公民館】
華麗なる欺き　　　　　　 　 　　　新堂　冬樹
ちょちょら　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
純平、考え直せ　　　　　　　　　　奥田　英朗
ばんば憑き　　　　　　　　　　　　宮部みゆき
冥府小町　　　　　　　　　　　　　澤田ふじ子
ポリティコン　上・下　　　　　　　桐野　夏生
カササギたちの四季　　　　　　　　道尾　秀介
認知症と長寿社会　笑顔のままで　　
	 信濃毎日新聞取材班
	 他 7 冊

新着図書のご案内

【中央公民館】
県庁おもてなし課　　　　　　　　　有川　　浩
淡雪記　　　　　　　　　　　　　　馳　　星周
花物語　　　　　　　　　　　　　　西尾　維新
一期一会一球　　　　　　　　　　　尾藤　公一
恋する理由　　　　　　　　　滝川　クリステル
復讐したい　　　　　　　　　　　　山田　悠介
サランヘヨ（愛する）北の祖国よ　　森村　誠一
心はあなたのもとに	 村上　　龍
 他 11 冊
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き
ま
ま
に
散
る　
　
　
　

立
岩
あ
や
子

子
規
庵
の
机
上
の
硯
春
ぼ
こ
り　
　
　
　
　
　

福
岡
ま
ゆ
み

ヘ
ル
メ
ッ
ト
顎
紐
き
つ
く
新
一
年　
　
　
　
　

藤
田
千
代
子

は
ら
か
ら
の
一
夜
集
ひ
ぬ
花
の
京　
　
　
　
　

北
條　

静
香

ゆ
か
り
な
き
こ
の
地
に
縁
あ
り
つ
く
し
つ
む　

大
和　

初
子

大
和
路
の
花
が
み
た
く
て
旅
立
ち
ぬ　
　
　
　

吉
岡
智
恵
子

　

あ
じ
さ
い
短
歌
会

衰
え
し
腕
を
さ
す
り
て
一
人
ご
と

　
　

ひ
に
け
に
す
が
ら
木
を
切
り
た
る
に　
　

藤
原　

昭
夫

山
す
そ
の
梅
一
枝
を
頂
き
て

　
　

ひ
さ
か
た
に
活
け
る
水
仙
そ
え
て　
　
　

屋
禰
ク
ニ
ヱ

ま
る
ま
る
と
肥
り
し
孫
の
手
の
ひ
ら
に

　
　

一
線
の
び
し
は
金
に
ぎ
り
な
り　
　
　
　

澤
田　

幸
江

国
中
の
惨
禍
も
知
ら
ず
水
仙
の

　
　

首
を
か
し
げ
て
香
り
た
ち
咲
く　
　
　
　

中
野　

満
代

春
の
陽
を
背
中
い
っ
ぱ
い
受
け
な
が
ら

　
　

草
引
く
幸
せ
分
け
て
あ
げ
た
し　
　
　
　

岸
田
富
砂
子

　

く
ち
な
し
句
会

車
椅
子
押
し
て
花
見
の
人
と
な
る　
　
　
　
　

小
林　

厚
子

播
磨
路
や
行
く
先
々
で
桜
狩　
　
　
　
　
　
　

竹
西　

教
子

一
山
を
右
往
左
往
の
花
巡
り　
　
　
　
　
　
　

中
島　

恵
子

故
郷
の
香
り
運
び
て
春
の
風　
　
　
　
　
　
　

中
野　

和
典

春
の
風
ゆ
ら
す
ス
カ
ー
フ
足
か
ろ
く　
　
　
　

松
本
や
ゑ
子

花
見
時
山
荘
の
門
開
け
て
あ
り　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

文　芸　欄

　地方には光がある－物語が元気にする、町、人、
恋。とある県庁に突如生まれた新部署“おもてな
し課”。観光立県を目指すべく、若手職員の掛水は、
振興企画の一環として、地元出身の人気作家に観
光特使就任を打診するが…。「バカか、あんたら
は」。いきなり浴びせかけられる言葉に掛水は思
い悩む－いったい何がダメなんだ！？掛水とおも
てなし課の、地方活性化にかける苦しくも輝かし
い日々が始まった。

　スティングの異名を持つ凄腕の若き天才詐欺師・
水島は、190 億円のマリー・アントワネットの首飾
りを狙うことになった。一方、ペガサスと呼ばれる
女子大生詐欺師・翼も同じ情報を掴み、同じ獲物を
めぐる壮絶な騙しあいが始まることに。情報元はそ
れぞれの親。水島の母親と翼の父親は、かつて伝説
的な詐欺グループのメンバーだったのだ。プライド
を持って人を殺めることなくスマートに人を騙すこ
とにこだわりを持つ二人の若き天才詐欺師たち。果
たして勝者はどちらに…？

華麗なる欺き
　　　　　著　者　新堂　冬樹
　　　　　発行所　角川春樹事務所

県庁おもてなし課
　　　　著　者　有川　浩
　　　　発行所　角川書店

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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学習
センター子

育て子
育て
学習
センター

問い合わせ
子育て学習センター　おひさま　☎ 34－ 0315
　

と　き　6 月 1 日（水）10：00 ～ 11：30
ところ　神崎支庁舎
対　象　子育て中の保護者と子ども
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　おままごと、汽車、ボールプールなど、
　　　　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　ご希望により子育て相談も受け付けています。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

す こ や か 広 場

対　象 内　　　　　　　　容 日（曜日） 場　　　　所

０歳児 お母さんと赤ちゃんのリフレッシュタイム
10 日㈮

きらきら館
22 日㈬

１歳児
新聞紙であそぼう

Ａ 14 日㈫
Ｂ 16 日㈭

ソフトバレー 合同 21 日㈫ 町民体育館

2 歳児
外であそぼう

Ａ 7 日㈫

きらきら館
Ｂ 9 日㈭

リトミックあそび 合同 28 日㈫

3 歳児
リトミックあそび 8 日㈬
食育学習会 23 日㈭ 大河内保健福祉センター
プール体験 29 日㈬・30 日㈭ 町民温水プール

エプロンママ 幼稚園以上の子どもを持つママたちの自主グループ 13 日㈪ 大河内保健福祉センター
※グループ活動は途中入会もできます。

【グループ活動】10：00 ～ 11：30

すくすく赤ちゃん体操

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10 時～ 16 時（月～金）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相談

　も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも参加で

　きますので、お気軽にお越しください。

おひさまルームに遊びにきてね

と　き　6月15日（水）
ところ　きらきら館
　　　　ねんねグループ　10：00 ～ 10：55
　　　　あんよグループ　11：05 ～ 12：00
持ち物　体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（☎ 34 － 0315）まで連絡してください。

【親子ハッピー体操】
　2 歳児 10：00 ～ 10：55 ／ 3 歳児 11：05 ～ 12：00

場　　　所 日（曜日） 持　ち　物

神 崎
体育センター

A　3 日（金）体育館シューズ（親子）
お茶・汗ふきタオルB 17 日（金）

　

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

2・3 歳児の開講式の様子



かみかわ　No.6719 

　
首
切
り
地
蔵
（
袈け
さ裟
斬ぎ

り
地
蔵
）

　

所
在
地　
　

神
河
町
根
宇
野

サークル紹介（中央公民館）

蛍の里の会

問い合わせ　中央公民館　☎ 34－ 1450

神
河
町
の
文
化
財
を
訪
ね
て
　
63

　

首
切
り
地
蔵
は
、
根
宇
野
の
境さ
か
い
め目
辺
り
に
祀
ら
れ
て
ま
す
。

　

５
月
号
で
紹
介
し
た
上
月
平
左
衛
門
に
ま
つ
わ
る
義
民
伝
説
の

一
つ
で
、
幕
府
に
愁
訴
す
る
途
中
、
こ
の
辺
り
で
斬
ら
れ
、
そ
の

霊
を
弔
う
た
め
に
村
人
た
ち
が
地
蔵
を
つ
く
り
お
祭
り
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
平
左
衛
門
が
袈
裟
斬
り
さ
れ
た
よ
う
に
地
蔵
の

首
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
首
切

り
地
蔵
（
袈
裟
斬
り
地
蔵
）
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

毎
年
、
８
月
19
日
に
は
、
平
左
衛
門
の
冥
福
を
祈
り
お
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　かけがいのない地球を、かけがいのない故郷を
美しく守るため、ホタルを追っかけた遠い昔の思
い出を、現在や、そして将来の子どもたちにも伝
えたく、「一人の百歩より百人の一歩を大切に！」
をモットーに、活動の輪を広げています。
　ホタルの鑑賞会、廃油からの石鹸作り、たれ作
り、手芸、エコキャンドル作り、環境に関する勉
強会、大河内地区のイベントに参加などの活動に
取り組んでいます。
　関心のある方は連絡ください。

代表者　野﨑代士子　☎ 34 － 0098

きらきら館だより

開館時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

あおぞら図書館
6月 4日（土）10：30～

　　ところ　すぱーく神崎
　　　　　　南小田農村環境改善センター
　きらきら館の本を持って出かけていきます。
子どもから大人の方まで、お気軽にお越しくだ
さい。

おはなしなあに？
6月 11日（土）10：00～
・季節の本の読み聞かせ

きらきらミニシアター

6月 25日（土）10：00～
劇場版『ONE  PIECE』
　　　　～エピソードオブチョッパー
　　　　　　　　　　＋冬に咲く、奇跡の桜～
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

　男　　6,030 人　 （＋ 10）
　女　　6,745 人　 （－  2）
　計　 12,775 人　 （＋  8）
世帯数　4,144 世帯（+  6）

人 の 動 き

※ 2011 年 4 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は先月比
　転入　37 人
　出生　 8 人

転出　28 人
死亡　 9 人

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り　

広
報
用
ポ

ス
タ
ー
の
原
画
を
募
集
し
ま
す

　

夏
ま
つ
り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

ポ
ス
タ
ー
原
画
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
会
場
に
展
示
し
、

採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

大
き
さ　

最
大
４
ツ
切
り
サ
イ
ズ

締
切
り　

６
月
10
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
７
１

ヨ
ー
デ
ル
の
森
産
直
市
場

　
　
　
　
　

出
荷
生
産
者
募
集

　

ヨ
ー
デ
ル
の
森
産
直
市
場
で
は
、

安
全
で
新
鮮
、
良
質
な
神
河
町
産

を
は
じ
め
近
隣
市
町
の
農
産
物
を

販
売
し
、地
元
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
、
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

こ
の
産
直
市
で
、
野
菜
や
花
な

ど
を
出
荷
、
販
売
を
さ
れ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

出
荷
者　

町
内
ま
た
は
、
近
隣
市

　

町
の
生
産
者
の
方

出
荷
品
目　

野
菜
、
果
実
、
花
、

　

穀
類
、
豆
類
、
加
工
食
品
、
民

　

芸
品
な
ど

年
会
費　

年
２
０
０
０
円
（
出
荷

　

者
の
連
絡
会
会
費
と
し
て
）

そ
の
他　

営
業
日
、
時
間
は
、
ヨ

　

ー
デ
ル
の
森
の
営
業
時
間
に
準

　

じ
ま
す
。

募　

集　

随
時
受
付
け

※
取
扱
手
数
料
等
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

販
売
内
容
、
手
数
料
等
に
関
す
る
こ
と

　

ヨ
ー
デ
ル
の
森
産
直
市

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
９
１
１

出
荷
者
連
絡
会
に
関
す
る
こ
と

　

地
域
振
興
課　

農
林
業
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

　

神
河
町
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
第

13
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
25
日
（
土
）

と
こ
ろ　

粟
賀
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く

　

は
在
勤
、
ま
た
は
出
身
者

募
集
人
員　

１
４
０
名
程
度

参
加
費　
　

１
１
０
０
０
円

　
（
メ
ン
バ
ー
は
１
０
０
０
０
円
）

※
セ
ル
フ
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
会

　

食
、
賞
品
、
大
会
参
加
費
を
含

　

む

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

　

ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方

　

式
申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
粟
賀

　

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２
―
１
６
２
６

　
　

☎　
　
　

３
２
―
１
６
２
１

　

順
位
賞
の
ほ
か
福
引
き
大
会
な

ど
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

５
月
22
日
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ　

ゴ
ル
フ
協
会
事
務

　

局　
　
　

☎
３
２
―
１
２
２
２

10
月
入
校
の
障
害
者
訓
練
生
募
集

　

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県

営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
身
体
障
害
者
で
10
月
入
校

の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対
象
者　

身
体
障
害
者

募
集
科
目　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事

　

務
科　

後
期
生

募
集
定
員　

15
名

受
付
期
間　
６
月
20
日
～
７
月
19
日

選
考
日　

８
月
２
日
（
火
）

そ
の
他　

授
業
料
は
無
料
で
す
。

　

校
内
に
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
障
害
者
職
業

　

能
力
開
発
校

　

☎
（
０
７
２
）
７
８
２
―
３
２
１
０

富
士
山
・
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
夏
休
み
に
小
・
中
学
生

を
対
象
に
国
内
国
際
交
流
、
野
外

活
動
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

８
月
３
日
～
７
日

　
　
　
　

４
泊
５
日

と
こ
ろ　

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少

　

年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
３

　

年
生

内　

容　

富
士
登
山
、野
外
炊
飯
、

　

ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費　

６
万
４
千
円
（
小
学
生

　

で
新
神
戸
駅
利
用
の
場
合
。
出

　

発
地
、
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
。）

申
込
み　

７
月
７
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
国
際
青

　

少
年
研
修
協
会

　

☎
（
０
３
）
６
４
５
９
―
４
６
６
１

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

と　

き　

７
月
16
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

姫
路
市
中
播
消
防
署

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

含
む
）
及
び
応
急
手
当

定　

員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
め
切
り
。）

受
講
料　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

姫
路
市

　

消
防
局
消
防
課

　

☎
（
０
７
９
）
２
２
３
―
９
５
５
７

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

兵
庫
県
で
は
、
次
の
と
お
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
と
は　

狩
猟
期
間
中
に

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

　

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な

　

資
格
で
す
。

　
　

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を

　

受
け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

　

獲
に
も
原
則
的
に
必
要
で
す
。

狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性　

狩
猟

　

は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を

　

楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、

　

農
林
業
被
害
を
与
え
る
野
生
動

　

物
の
生
息
頭
数
を
適
正
に
管
理

　

す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備

　

え
て
い
ま
す
。

試
験
の
日
程
と
場
所

１
回
目

・
申
込
期
間　

６
月
６
日
～
21
日

・
知
識･

適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

募　

集　
　

　

お
知
ら
せ

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
財政課　　　　　34－ 0002
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

※ 2011 年 4 月中の異動
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７
月
６
日
（
水
）

　

会
場
（
神
戸
、
姫
路
、
養
父
）

・
技
能
試
験
日
及
び
場
所

　
（
知
識
・
適
性
試
験
の
合
格
者

　

の
み
）

　

７
月
20
日
（
水
）
姫
路

　

若
し
く
は

　

７
月
27
日
（
水
）
神
戸

２
回
目

・
申
込
期
間　

８
月
８
日
～
23
日

・
知
識･

適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

９
月
10
日
（
土
）
神
戸

・
技
能
試
験
日
及
び
場
所

　
（
知
識
・
適
性
試
験
の
合
格
者

　

の
み
）

　

９
月
25
日
（
日
）
神
戸

免
許
の
種
類

・
網
猟
（
主
に
鳥
類
）

・
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

・
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気

　

銃
）

・
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

初
心
者
講
習
会

　

兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
、
試
験

前
の
６
月
４
日
（
土
）
と
８
月
６

日
（
土
）
に
、
こ
れ
か
ら
狩
猟
免

許
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象

に
し
た
知
識
、
技
能
に
関
す
る
初

心
者
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

試
験
に
関
す
る
こ
と

　

中
播
磨
県
民
局
森
林
林
業
課

　

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
８
７

初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

　

兵
庫
県
猟
友
会

　

☎
（
０
７
８
）
３
６
１
―
８
１
２
７

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
が
開
催

さ
れ
ま
す

と　

き　

６
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

10
月
３
日
（
月
）

と
こ
ろ　

姫
路
総
合
庁
舎
５
０
１

　

号
室

受　

付　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

審
査
時
間　

午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

新
規
学
校
卒
業
者
求
人
取
扱
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

平
成
24
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
の
求
人
申
込
み
手
続
き
や
採

用
選
考
の
留
意
点
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

　

ル
３
階　

錦
扇
の
間

対　

象　

姫
路
所
管
内
事
業
所
の

　

事
業
主
及
び
人
事
担
当
者

問
い
合
わ
せ　

姫
路
公
共
職
業
安

　

定
所　

学
卒
部
門

　

☎
（
０
７
９
）
２
２
２
―
４
６
９
０

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

　
　
　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

福
崎
警
察
署　

　
　
　
　
　

☎
２
３
―
０
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

　

神
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
い
じ

め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
電
話
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

と　

き　
　

６
月
27
日
（
月
）
～

　

７
月
１
日
（
金
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

７
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
（
全
国
共
通
、
無
料
）

☎
（
０
１
２
０
）
０
０
７
―
１
１
０

問
い
合
わ
せ　

神
戸
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
８
２
１

●
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

　

６
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

神
崎
支
庁
舎　
　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
心
配
ご
と
相
談

　

６
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

神
崎
支
庁
舎　
　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

６
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　

相　

談

石
綿
に
よ
る
疾
病
は

　
数
十
年
前
の
仕
事
で
も

　
　
　
　
　
発
症
し
ま
す

　

過
去
に
石
綿
を
取
扱
う
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

仕
事
上
の
石
綿
に
よ
る
疾
病
と

認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
災
保
険
給

付
ま
た
は
特
別
遺
族
給
付
金
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
給
付

・
療
養
補
償
給
付
、
休
業
補
償
給

　

付
の
時
効
は
２
年
で
す
。

・
遺
族
補
償
給
付
の
時
効
は
５
年

　

で
す
。

特
別
遺
族
給
付
金

・
平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に
石

綿
に
よ
る
疾
病
で
亡
く
な
っ
た

労
働
者
の
ご
遺
族
で
、
時
効
に

よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺

族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が

消
滅
し
た
方
が
対
象
で
す
。

・
請
求
期
限
は
、
平
成
24
年
３
月

27
日
ま
で
で
す
。

※
右
記
の
支
給
対
象
に
該
当
し
な

　

い
場
合
で
も
、
救
済
給
付
の
対

　

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
労
働
局
労
災

　

補
償
課

　

☎
（
０
７
８
）
３
６
７
―
９
１
５
５

救
済
給
付
に
関
す
る
こ
と

　

独
立
行
政
法
人　

環
境
再
生
保

　

全
機
構

　

☎
（
０
１
２
０
）
３
８
９
―
９
３
１

ま
ち
の
笑
顔
に
登
場
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
報
か
み
か
わ
で
は
、「
ま
ち
の
笑
顔
」

に
登
場
し
て
く
れ
る
お
子
様
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
お
子
様
の
写
真
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
様
な
ら

一
人
で
も
、
兄
弟
一
緒
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
掲
載
は
、
無
料
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
情
報
セ
ン
タ
ー
）
☎
３
２
―
２
７
５
２

ま
で
。



神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦ニュースKOBE発
　ふるさとキャラバン
　18：10 ～

ケ ー ブ ル テ レ ビ

◦心配ごと相談
　13：00 ～神支

3

5

4

6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 2524

26 27 28 29 30

1 2

6 月 くらしのカレンダー
◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦すくすく相談
　13：30 ～神支

◦人権を考える日◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～保セ

◦4歳児相談
　13：30 ～神支

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～保セ

◦古文書教室
　（初級）

10：00 ～神公

◦消費者
　　巡回相談

本

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～中公

◦成人ゼミナール
　13：30 ～中公

◦町民
　ゴルフ大会

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～

大畑コミュニティーセンター

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～保セ

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～
　	 	 　中公  

◦あじさい学級
　趣味 9：45 ～
　教養 13：00 ～
　	 	 　神公  

◦法律相談
　13：30 ～神支

◦町県民税
　第1期納期限

◦３ヵ月児健診
　BCG接種
　12：30 ～神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦映画「ノルウェ
　イの森」ふたた
　び（Again）
　9：30 ～  グ

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

みどりの日

こどもの日

憲法記念日


